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夢のような時間！優雅でエレガント。
儚く切ないウィーンの音楽がふわっ
と上品に香ってスッと消えていく。た
えず動きのある最上級のワルツ。委ね
るように全身が揺れた、魔法をかけら
れた！（50 代・マティビ）／ウィーン
を旅行しているような楽しい気分を
味合わせてもらいました。高齢の母を
連れて行ったのですが、明るい曲が多
く幸せな気分になれたようです。音楽
とは関係ないかもしれませんが、小林
マエストロの佇まいの美しさにも惹
きつけられました。姿勢良く颯爽と歩
かれ、お辞儀も美しく、指揮はもちろ
んなのですが、全ての所作がキビキビ
と無駄がなく見ていて気持ちが良
かったです。（60 代・パート・けいこ）
／プレトーク、秀逸！菊池洋子さんの
演奏、大感激！幕間にクーポンで白ワ
インを一杯、いい心地で後半もたっぷ
り楽しみました！お陰で、それまであ
まり評価してなかったリヒャルト・
シュトラウス、苦手でしたが、初めて
良さが少し分かった気がしました。
（80 代・年金生活者・ぐらっぱ亭）／
菊池さんのモーツァルト、アンコール
を含め期待通り素晴らしかった。あと
なんと言っても「ばらの騎士」！　指
揮者の方は初聴ながら歌劇場で振ら
れているだけのことはあるなあと感
じました。そしてやはり読響うまい！
大満足でした。（60 代・おけらマン）

日の読売日本交響楽団の演奏会の指揮台
に立ったのは、12年前からドイツのドル

トムント歌劇場音楽総監督代理兼第１指揮者を
つとめている小林資典だった。彼は読響に何度
も客演しており、気心の合ったコンビと言える
だろう。プログラムは「華麗なるウィーン、黄金
の響き」という趣向である。
　オペラの指揮に場数を踏んでいる小林資典、
さすがに見事な演奏構築の呼吸だ。ヨハン・シュ
トラウス２世のオペレッタ「こうもり」序曲で
の、目まぐるしく変わるテンポの自然で鮮やか
な流れ、そしてワルツ「南国のばら」でのリズミ
カルで明朗な躍動感。あるいは
リヒャルト・シュトラウスの歌
劇「ばらの騎士」組曲における
豪華壮麗な表情の多彩さ。
　しかも印象的だったのは、こ
れらすべての演奏に、われわれ

がウィーンの音楽を聴いた時に魅了されるあの
独特の雰囲気━━ある種の甘美さというか、え
もいわれぬ官能美が漂っていたことだ。こうした
音楽を日本のオーケストラから引き出すことので
きる指揮者は、決して多くはない。その指揮に応え
た読響の力量も称賛されよう。
　また、オペラの音楽ではないモーツァルトの「ピ
アノ協奏曲第20番ニ短調」にも、小林資典は洒落
た演出効果を垣間見せる。ピアノのソロのカデン
ツァに入る直前に施される軽いクレッシェンド
と、テンポの煽り━━これは、歌手に「さあ歌をど
うぞ」と呼びかける呼吸に似てはいないか？

　モーツァルトを得意とする菊池洋
子のソロは、毅然たる気品にあふれ
ている。この曲のためにベートー
ヴェンが書いたカデンツァをも使用
して、堂々たるコンチェルトを聴かせ
てくれた。　   （音楽評論　東条碩夫）
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毅然たる気品、
華麗なる
ウィーンの響き
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夏風とお肉食べ放題を満喫！夏風とお肉食べ放題を満喫！
　肉食べ放題ＢＢＱビアガーデンアト
レ川崎店にお邪魔しました！　
　私はミューザに勤務していた＆して
いる同い年２人と100分5,000円の
コースを選択しました。
　お肉もドリンクも全てセルフサービス
の為、初めは混み合っていましたが…無
事にお肉・野菜・白米・ドリンクをゲット
しＢＢＱ開始！！

　私たちが行った日はなんと快晴！夜風
に当たりながら飲むお酒は最高ですし、
追加料金を気にせず食べられるお肉も
最高…！
　ミューザで最高の音楽を聴いた後に、
家族や仲間とＢＢＱをしながら演奏会
の感想を語り合う夏はいかがですか？
会社帰りの方々でお席は満席ですので
ぜひ予約をしてくださいね！　
　オススメは屋根無しのお席です！
　　　　　　　　（新人の貸館担当）

100分食べ飲み放題コース
1人あたり５,000円（税込）

※「優待チラシ」持参者および同伴者
※12:00～ 15:00の平日ランチ限定

飲食代10%引き

パートナーショップ特典

日の午前にミューザで音楽
を楽しむことができる人気

企画「モーツァルト・マチネ」。通常は
2時間のオーケストラ公演ですが、
このシリーズでは約70分で休憩な
し！選曲は、聴きなじみのある「モー
ツァルト」を中心に、それぞれマエス
トロの趣向を凝らしたプログラムで
ご好評をいただいています。

　9月に開催される、ジョナサン・ノット指
揮の回は、前半に彼が敬愛するハンガリー
系オーストリア人の現代作曲家・リゲティ

休 を取り上げます。「フルート、オーボエと管
弦楽のための二重協奏曲」は、感情に訴えか
けるような、異世界に迷い込んだような響
きが広がります。ソプラノに森野美咲を迎
えてお届けする「マカーブルの秘密」は、ア
クロバティックなアリア（⁉）ともいわれる
コロラトゥーラのためのアリアで、めった
に演奏機会のない曲。そして最後にモー
ツァルトの最後の最高傑作「ジュピター」で
締めます。
　リゲティとモーツァルトの化学反応をお
聴きのがしなく！　　　 （事業企画課・じ）

ノットのリゲティ＆ジュピター

モーツァルト・マチネ 第62回

指揮：ジョナサン・ノット
©K.Miura ／ TSO

荒木良太森野美咲 竹山 愛
ⒸN.Ikegami ／ TSOⒸN.Ikegami ／ TSO

F

【サマーミューザ期間限定】
ホール内ショップ・ホール２ F
ホワイエ他 にてお取扱い中

A4クリアファイル　
税込¥330（税別￥300）

[数量限定]サマーミューザ扇子　
税込¥1,980（税別￥1,800）
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